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令和７年度第１回宮古地区医療提供体制協議会

第８次医療計画 
施策の進捗評価等について

令和７年４月23日 
沖縄県保健医療介護部　医療政策課

資料２

1. 医療計画の進捗評価について 
2. 沖縄県及び宮古圏域の概況 
3. 個別進捗評価（脳卒中） 
4. 個別進捗評価（へき地医療）
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掲載データ

１．沖縄県と宮古圏域の概況

-人口、医療需要推計（2020～2050年） 
-地域医療資源 
-地域介護資源 
-年齢階級別人口変化 
　（人口ピラミッドとコホート分析） 
-医療需要の推計（入院・外来別）

-疾病別の標準化死亡比（SMR) 
-疾病別の死亡数

２．疾病別の状況

３．脳卒中
　-脳卒中分野ロジックモデル 
　-特定健康診査受診率 
　-特定保健指導実施率 
　-脳卒中スケール使用状況

４．へき地医療
　-へき地医療分野ロジックモデル 
　-代診医派遣・代替看護師派遣利用実績 
　-巡回診療実績 
　-通院費補助事業実績 
　-ドクヘリ等の搬送実績

出典 ツール名 ←URLのリンク 
（クリックすると掲載ページに遷移します）
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１Chapter 医療計画の進捗評価について
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１ 施策評価に係る根拠通知等

医療計画を着実に推進するため、毎年度、設定した指標の改善、取り組み状況を把 握し、計画の進捗評価を行います。 
評価にあたっては、施策の実施結果だけではなく、実施した施策が医療計画で目指す 姿の実現にどのような効果をもたらしたかという観点から評価を
行います。実施した施策の 目指す姿の実現に向けた貢献度についての評価に基づき、施策の拡充、改善、期限設定、廃止、また、施策を実施する中で
新たに生じた課題があれば新たな施策の検討を行う など、必要な見直しを行いより実効性の高いものとしていきます。

第８次沖縄県医療計画（第８章）抜粋

厚生労働省局長通知「医療計画について」（抜粋）
　医療計画の実効性を上げるためには、具体的な数値目標の設定と評価を行い、その評価結果に基づき、計画の内容を見直すことが重要である。 
　評価に当たっては、策定に関わった者以外の第三者による評価の仕組みを取り入れること等も有効である。さらに、施策及び事業の評価の際には、施
策及び事業の結果（アウトプット）のみならず、地域住民の健康状態や患者の状態や地域の医療の質などの成果（アウトカム）にどのような影響（インパ
クト）を与えたかといった観点から、施策9の検討時に用いたロジックモデル等のツールを再度活用することにより施策及び事業の評価を行い、必要に応
じて計画の内容を改善することが重要である。

医療法第30条の６（要約）
第１項　都道府県は、３年ごとに在宅医療等事項について、調査、分析及び評価を行い、必要があると認めるときは、医療計画を変更するものとする。 
　　　（中間評価） 
第２項　都道府県は、６年ごとに医療計画に定める事項について、調査、分析及び評価を行い、必要があると認めるときは、医療計画を変更するもの 
　　　　とする。（最終評価） 

本県においては「沖縄県医療計画実施要綱・要領」（別添１・２）により評価を行っていくこととする
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２ 医療計画の推進体制
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沖縄県医療提供体制協議会
沖縄県医療審議会

各地区医療提供体制協議会

専門部会 ➡専門医、関係団体等で構成 
➡疾病・事業毎に専門家の視点で見る

北部地区 中部地区 南部地区 宮古地区 八重山地区

➡医療機関、市町村、関係団体で構成 
➡医療計画・医療構想・協議の場 
（全領域において各地区の視点でみる）

（計画策定の諮問・答申）

（計画策定・進捗評価による推進）
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（参考）プログラム評価とロジックモデル
ロジックモデル
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アウトプット計測値
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（人、金、時間等）

指標凡例
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セオリー評価 論理的につながっているか

計画どおりに実行されたか

アウトプットが 
アウトカムを動かしたか

インプットは 
インパクトに見合っているか
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３　評価様式

施策・指標評価表

総合評価表

個別施策表

๏　ロジックモデルに指標・データを掲載  

๏　専門部会で話し合われた議論のとりまとめ
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๏　個別施策について各評価を行う表。
-施策がちゃんと実施されているか 
-施策からアウトカムまでの整合性はあるか 
-施策はアウトカムの達成にどの程度の効果をもたらしているか

-全体的な指標の動きと整合性を確認

沖縄県医療計画 

令和６年度進捗評価 沖縄県

https://www.pref.okinawa.jp/iryokenko/iryo/1005807/1005824/1034111.html
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２Chapter 沖縄県及び宮古圏域の概況
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１　需要推計 沖縄県地域医療構想セミナー 沖縄県

๏ 高齢化の伸びが大きく、
あわせて医療需要も大きく
伸びる（特に入院医療） 

๏在宅医療の伸びが大きい 

๏介護需要も伸びる

๏ 高齢化は2040年あたりが
ピークとなり、医療需要も
減少に転じる。 

๏在宅医療、介護ともに増え
るが県全体に比べると緩や
か。

https://www.pref.okinawa.jp/iryokenko/iryo/1005278/1032343.html
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JMAP　　２　地域医療資源（沖縄県）

https://jmap.jp/
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２　地域医療資源（宮古圏域）
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３　地域介護資源
沖縄県 宮古圏域

JMAP　　

https://jmap.jp/


Okinawa Prefectural Government  Medical Policy Division/202509

４　年齢階級別人口変化（人口ピラミッド推移）県

沖縄県の人口ピラミッドをみると、他県に比べると緩やかではあるが少しずつボリュームゾーンが上がりつつある

産業医科大学　公衆衛生学教室 

地域別人口変化分析ツール AJAPA

https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1
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宮古圏域の人口ピラミッドをみると、2040年頃に後期高齢者のピークを迎えるものの、顕著な変化はみられない。

４　年齢階級別人口変化（人口ピラミッド推移）宮古圏域
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５　年齢階級別人口変化（宮古圏域）

๏　高齢者における死亡が増加する

๏　就学による流出はみられるものの、卒業後戻る傾向が見られる

産業医科大学　公衆衛生学教室 

地域別人口変化分析ツール AJAPA

https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1
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６　外来・入院別医療需要推計（宮古圏域） 産業医科大学　公衆衛生学教室 

地域別人口変化分析ツール AJAPA

๏ 外来患者は循環器疾患以外は横ばい（分娩は20％以上減少する） 
๏ 入院患者については、分娩以外は2045年にピークを迎える。特に、肺炎・骨折は増加が大きい。

https://sites.google.com/site/pmchuoeh/files/chv-1


Okinawa Prefectural Government  Medical Policy Division/202513

７　疾病別の標準化死亡比（SMR) 標準化死亡比（SMR)（死因別・性別）を可視化 
©埴岡健一 Tableau

https://public.tableau.com/app/profile/ken.hanioka/viz/SMR304/SMR
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๏ SMRの高さが目立つのは肝疾患と
自殺だが、ボリュームとしてはそう
多くない。 

๏ 「がん」は全体ボリュームとしては
多いが、SMRは高くない（部位別に
みると大腸がんについては注意が必
要） 

๏　ボリュームが多く、かつSMRも高
い循環器（宮古においては特に脳卒
中）が注意すべき疾患と思料され
る。
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８　疾病別の死亡数


